












































































































































軸圧縮強度は 2000 ～ 4000 kN/ ㎡、逗子層（泥岩）の





































































































































イオン量（ppm ＝ mg/ ㎡）を算出する。
測定箇所はこれまで各地で調査した経験を踏まえ、
岩盤表面の形状及び劣化状態を鑑みて選定した。大切


























































（Cl －値　ppm ＝ mg/ ㎡）
順位 測定箇所 Cl －値 状態
1 46 59400 凹
2 36 51600 凹
3 38 42780 凹
4 9 40320 凹
5 37 27600 凹
6 29 25800 凹
7 44 19800 凹
8 15 19200 凹
9 19 18600 凹
10 8 13800 凹
10 42 13800 凹
11 5 13200 凹
12 25 10800 凹
12 27 10800 凹
12 28 10800 凹
12 34 10800 凹
13 35 9900 凹
14 21 9600 凹
15 14 9000 凹
16 13 8400 凹
17 18 7800 凹
17 22 7800 凹
18 2 7200 凹
18 3 7200 凹
19 41 6600 凹
20 33 4800 凹
20 40 4800 凹
21 7 4200 凹
22 45 2400 凸
23 32 1980 凸
24 4 1920 凹
25 24 1380 凹
25 39 1380 凸
26 10 1320 凹
26 11 1320 凹
27 17 660 凹
28 20 300 凸
28 30 300 凸
29 43 240 凸
30 16 180 凸
30 23 180 凸
30 31 180 凸
31 1 120 凸
31 6 120 凸
31 12 120 凸



































































22 番目（2400ppm）から 26 番目（1320ppm）は凹
部、凸部どちらも見られたり、摩耗状況に明確な順位
付けの難しい所もある。これまで調査した他地域の事













2015 年 4 月末と 5 月初旬に実施した調査の際は、
測定の最高値が 17100ppm で、最低値は 0ppm であっ
た。17100ppm は今回最も高い値を示した 46 と同様の
エリアである。また 2 番目に高い 12600ppm を示した






































































































108 ～ 109 頁）、星野玲子（2018）「塩化物イオンによる岩石




































































4.  1920ppm  74cm
5.  13200ppm  100cm
6.  120ppm  0cm
7.  4200ppm  
 35cm
8.  13800ppm 
 40cm


































16.  180ppm    0cm 17.  660ppm    10cm 19.  18600ppm    60cm
図 7e
図 7f
塩類風化による岩盤表面の凹凸の形成　―大切岸の事例―
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図７g
図７h
23.  180ppm
 10cm（凸）
25.  10800ppm
 20cm
26.  60ppm
 0cm
27.  10800ppm
 63cm
28.  10800ppm
 88cm
30.  300ppm
 25cm
タフォニ天井部
32.  1980ppm
タフォニ天井部
31.  180ppm
 0cm
34.  10800ppm
 117cm
35.  9900ppm
 110cm
33.  4800ppm
24.  1380ppm
 45cm
29.  25800ppm
 88cm
図 7g
図 7h
塩類風化による岩盤表面の凹凸の形成　―大切岸の事例―
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図７i
図７j
36.  51600ppm
37.  27600ppm
タフォニ内奥壁
38.  42780ppm
 88cm
39.  1380ppm
 60cm
図 7i
図 7j
塩類風化による岩盤表面の凹凸の形成　―大切岸の事例―
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図７k
図７l
40.  4800ppm
41.  6600ppm
42.  13800ppm
43.  240ppm
 19cm
44.  19800ppm
 60cm
45.  2400ppm
 0cm
46.  59400ppm
 105cm
図 7k
図 7l
